ちょっといい話です（「人民網」に掲載されたもの）。以下のブログをクリックください。

http://j.peopledaily.com.cn/96507/97937/6743656.html　　　　

インタビュー記事「心の教育」（概要）：　中国・北京にある幼稚園「北京ふたば幼稚園」は、1階は日本人の園児が通い、完全に日本語で教育し、2階と3階は中国人の園児が通い、中国語で教育しているという、面白い幼稚園だ。今回、1階の日本人幼稚園の園長をしている宮下敏子先生にインタビューした。宮下先生によると、2階と3階の中国人幼稚園では小学校前の厳しい勉強があるのに対し、1階の日本人幼稚園では一切勉強を教えていないといいいます（北京ふたば幼稚園ウェブサイトhttp://beijingfutaba.com/index.htm　）。この幼稚園は北京在住の日本人には大変評判がいいようです

木下コメント：宮下敏子園長は、日本の大部分の政治家、企業人、在中日系企業の日本人総経理より、物事、教育、しつけの本質がわかっているのではないかと思いました。強い信念に裏付けられた巧まずして光る知性と個性。世界のルールと、自分の進むべき道が分かっている。あえて地の塩となろうという生き方。

どこの国にいっても、最高の国際人として通用する日本人です。こういう人知れず頑張っているひとがあちこちにいるから、日本もあやうくも道徳崩壊をまぬがれているのでしょう。

日本がこれから頼りにできるのは、宮仕えのうまい男でなくて、リーダーシップのある女性だな、と思います。日本企業も、こういう活動に声援と寄付を大いにしてあげてほしい。中国の心ある人にも、その考え、生き方がわかってもらえるでしょう。人づくりに悩む中国の文部省もこういう人を顧問として引き抜くといいかもしれませんね。

　では、また。

　　　　　　　　　木下俊彦（早稲田大学）

